
１ 研究の背景

２ 研究主題設定の理由

３ 研究提案・分科会実践

（低・中・高学年）

４ 研究の成果と課題



令和４年度 全国学力学習状況調査の結果より

平均正答率(％) 国語科 算数科

八名川小学校 74 75 

東京都（公立） 69 67 

全国（公立） 65.6 63.2 

平均正答率(％) 国語科 算数科

八名川小学校 69 71

東京都（公立） 65 70

全国（公立） 63.8 66.6

令和４年度

令和元年度

国語科

研究の成果と課題



東京都平均より6ポイント上 東京都平均より10.4ポイント上
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本校 東京都 全国

算数科・知識技能

70.9

60.5
56.7

本校 東京都 全国

令和４年度 全国学力学習状況調査の結果より

研究の成果と課題

算数科・思考力、判断力、表現力等



令和４年度 全国学力学習状況調査の結果より

Ｑ 課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。

令和元年度

令和4年度

研究の成果と課題



令和４年度 全国学力学習状況調査の結果より

Ｑ 話し合いにおいて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている。

令和元年度

令和4年度

研究の成果と課題



○研究の成果

• 地域コーディネーターが中心となり、学校と地域人材・地域

教材とをつなげる仕組みをつくることができた。

• 単元デザインを作成する事によって、問題解決の流れと児童

がもつ「問い」を生かす授業をすることができた。

• 振り返りをムーブノートに記録することで、自分自身の学習

の振り返りができ、児童同士の共有もしやすくなった。

• 個別最適な学びによって、児童の興味関心に応じた追究活動

をすることができた。協働的な学習を併せて行うことによっ

て、学びを広げることができた。

• Google Classroomの機能を使うことによって、評価と指導の一

体化ができ、学びの深まりが見られるようになった。

研究の成果と課題



●研究の課題

•生活科の学びを深めるため、学びを深めるため、一

つのサイクルで完結させず、スパイラルになるよう

に単元計画を設定していくこと。

•学習過程の区切りでは、意図的・計画的に振り返り

をする時間をとることが必要ですが、その内容は、

ポイントを意識して行わせること。

•調べる段階から自分の言葉でまとめられるように習

慣化させること。

研究の成果と課題



〈研究主題〉

新しい時代を切り拓く資質・能力のある子の育成

～問題解決的な学習を通して～

江東区立八名川小学校

令和２．３．４年度 江東区教育委員会研究協力校 2022.11.11 研究発表会
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ご清聴、ありがとうございました


